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羽村東小学校の取組

羽村第一中学校の取組

発行：羽村市教育委員会生涯学習部学校教育課　（令和８年２月）

電子工作の様子

 羽村東小学校では、６月に、「地域フェスティバル」を開催しました。

　　「地域フェスティバル」は、地域の方や保護者の協力の下、児童が様々

な体験学習に取り組める催しです。

　　地域の方から講師を募り、今回は、バルーンアート・電子工作・工作・フ

ラワーアレンジメント・スイーツクッキング・ベースボール・パソコン・マジッ

ク・イラスト・空手・手話・世界の言葉の１２種類の講座が開かれました。

　　どの講座でも、講師から教えていただきながら、熱心に取り組む児童の

姿が見られました。

　　フェスティバルの締めくくりには、児童の企画による感謝集会を開き、講

師の方や、日頃からお世話になっている地域の方に、合唱やリコーダーの合奏、オーケストラの演奏を披露し、

感謝の気持ちを伝えました。

　　「地域フェスティバル」は、児童と地域をつなぐものとして、羽村東小学校が大切にしてきた催しです。今後

もコミュニティ・スクールとして、さらに充実したものとなるよう取り組んでいきます。

　コミュニティ・スクールは、授業や学校行事、放課後の活動など、様々な場面で保護
者や地域の方に積極的に関わっていただき、大人と子供が共に学び、成長していく
学校です。
　御協力いただける方は、お近くの学校までお声掛けください。お待ちしています‼

　　羽村第一中学校は、「誰にも優しい学校」、「互いに認め合える学校」を目指して、全ての生徒が安心して学

校生活を送ることができる環境づくりに取り組み、令和５年度から別室登校支援を開始しました。

　　別室登校支援は、様々な事情により在籍する学級に入りづらい生徒や、少人数での落ち着いた環境で過ごし

たい生徒たちが、安心して過ごせる環境を整えることで、学校生活を支えていくことを目的とするものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校内に別室登校支援用の教室を用意し、リラックスできるようにテーブルや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椅子を配置したり、間仕切で一人になれるスペースをつくったりしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営に当たっては、コミュニティ・スクール委員会などで、利用のルール、支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援の内容や体制等について協議を重ね、家庭と子供の支援員や特別支援教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育支援員の方々にも加わっていただき、支援に取り組んできました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任や学年の教員、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか、地域の方などにも御協力いただきながら生徒の支援に当たり、利用する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒が安心して過ごせる居場所となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後も学校と地域とが協力し、全ての生徒を見守り、育てていける学校づく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りに取り組んでいきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

別室登校支援のスペース


